
決議・意見書の採択状況
2024年　第１回定例会

県
　
民

ク
ラ
ブ

自
　
由

民
主
党

公
明
党

日
　
本

共
産
党

志
士
の
会

無
所
属

の
　
会

日
本
維
新

の

会

可
・
否

台湾のCPTPP(環太平洋パートナーシップに関する包括的
及び先進的な協定)参加を積極的に支援するよう求める意見書 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 可

政治資金規正法違反事件の徹底解明と実効性のある
再発防止策の確立を求める意見書 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 否

価格転嫁対策の円滑な実施と実効性確保を求める意見書 〇 × × 〇 〇 〇 〇 否

被災者生活再建支援制度の拡充を求める意見書 〇 × × 〇 〇 〇 〇 否

国の補充的な支持を含む地方自治法改正案の
広く丁寧な議論を求める意見書 〇 × × 〇 × 〇 〇 否

若者のオーバードーズ（市販薬の過剰摂取）防止対策の
強化を求める意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

ガザ地区における戦闘行為の即時停止及び人質解放
並びに恒久平和を求める決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

※県民ひろばの掲載内容についてのご質問や詳細について知りたいという方は、県議会県民クラブ（097-506-5088）にお問い合わせ下さい。

代表質問

木田　　昇
（大分市）

■
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

■
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

        

　

本
県
の
現
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お

け
る
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
推
計
に
準
拠
し
た
人
口
推

計
に
よ
る
と
、
今
か
ら
約
30
年
後
の

２
０
５
５
年
近
辺
の
本
県
人
口
は
約

８
０
万
人
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
世
紀
末
時
点
で
90
万
か

ら
１
０
０
万
人
の
人
口
を
維
持
す
る

と
い
う
現
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を

見
直
す
考
え
は
な
い
か
を
含
め
、
ま

ず
は
本
県
の
30
年
後
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。
併
せ
て
、
そ
の
考
え
を
新

長
期
総
合
計
画
及
び
次
期
総
合
戦
略

の
策
定
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て

い
く
の
か
、
知
事
に
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。

（
答
弁
）
先
月
公
表
さ
れ
た
人
口
動

態
統
計
の
速
報
値
で
は
、
本
県
の
出

生
者
数
は
６
，
５
９
３
人
と
過
去
最

少
と
な
り
、
現
行
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標

人
口
で
あ
る
約
30
年
後
の
１
０
０
万

人
弱
の
達
成
は
極
め
て
困
難
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
し
で
も

こ
の
目
標
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
新

し
い
長
期
総
合
計
画
案
に
お
い
て

も
、
自
然
増
・
社
会
増
の
両
面
か
ら

人
口
減
少
の
抑
制
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
次
期
総
合

戦
略
に
つ
い
て
は
、
今
年
末
に
国
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
が
改
訂

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ

で
示
さ
れ
る
国
の
方
向
性
や
考
え
方

を
十
分
勘
案
し
た
う
え
で
、
必
要
な

見
直
し
を
行
う
。

■■  

不
登
校
対
策
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

不
登
校
対
策
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

の
活
用
に
つ
い
て

の
活
用
に
つ
い
て

　

全
国
的
に
不
登
校
の
児
童
生
徒
は

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
10
月
に

発
表
さ
れ
た
令
和
４
年
度
に
お
け
る

本
県
の
小
中
高
校
生
の
不
登
校
は
、

３
，
２
８
５
人
と
過
去
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

本
県
で
も
様
々
な
取
組
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
他
県
に
お
い
て

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
提
供
す
る
、
メ
タ

バ
ー
ス
上
の
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
と

連
携
し
て
取
組
を
進
め
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。

　

自
治
体
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
や

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
不
登
校
の
支

援
体
制
は
あ
り
ま
す
が
、
家
か
ら
出

る
こ
と
自
体
が
難
し
い
子
ど
も
達
に

と
っ
て
は
通
い
づ
ら
い
状
況
も
あ
り

ま
す
。
メ
タ
バ
ー
ス
運
営
会
社
の
話

に
よ
る
と
「
リ
ア
ル
な
場
所
に
ト
ラ

ウ
マ
や
恐
怖
心
が
あ
る
子
ど
も
達
に

と
っ
て
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
重
ね

て
心
の
栄
養
を
蓄
え
る
居
場
所
や
学

び
の
場
に
な
れ
ば
」と
の
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
不
登
校
対
策
に
お
い
て
、

Ｄ
Ｘ
、
と
り
わ
け
メ
タ
バ
ー
ス
を
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
長
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
答
弁
）
ご
提
案
の
メ
タ
バ
ー
ス
に

よ
る
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
は
、
導

入
し
て
い
る
自
治
体
も
一
定
数
あ

り
、
学
習
活
動
の
た
め
の
ツ
ー
ル
や

他
社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
新
た
な
選
択
肢
と
な
り
得
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
、（
他
の
自
治
体
を
訪
問

し
）
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
仮
想
空
間

か
ら
現
実
空
間
に
つ
な
げ
る
こ
と
の

難
し
さ
や
、
夜
間
や
休
日
に
緊
急
性

の
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
時
の

対
応
等
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

引
き
続
き
先
行
地
域
の
成
果
や
課

題
等
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

■■  

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
活
用

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
活
用

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

新
年
度
当
初
予
算
事
業
と
し
て

「
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」を

計
上
し
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
、

生
徒
自
ら
の
可
能
性
を
最
大
限
に
伸

ば
し
、
多
様
で
質
の
高
い
高
校
教
育

を
提
供
す
る
計
画
で
あ
る
と
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
出
生
数
の
減
少
は
、
小
中

学
校
の
存
続
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
数
の
減
少

を
理
由
に
、
県
内
各
地
で
学
校
統
廃

合
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、「
地
域
の
学

校
」
が
な
く
な
り
地
域
が
衰
退
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ
ま

す
。

　

先
ほ
ど
の
遠
隔
配
信
シ
ス
テ
ム
を

小
中
学
校
に
も
導
入
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
学
校
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
ひ
い

て
は
地
域
の
消
滅
を
防
ぐ
手
立
て
の

１
つ
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

遠
隔
教
育
の
成
果
と
課
題
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
の
高
校
の

活
性
化
や
入
学
者
数
の
確
保
に
向

け
、
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
に
遠
隔
配

信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
市
町
村
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
で
き
な
い
か
、
見
解
を
お
伺
い
し

ま
す
。

（
答
弁
）
県
立
高
校
の
遠
隔
教
育
に

つ
い
て
は
、国
の
事
業
指
定
を
受
け
、

学
校
間
の
連
携
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
最
新
測
量
機
器
の
取
扱
方

法
を
配
信
す
る
な
ど
、
実
証
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
た
。

　

来
年
度
は
、
新
た
に
県
内
の
普
通

科
の
生
徒
に
対
し
、
数
学
や
英
語
な

ど
の
習
熟
度
別
授
業
を
遠
隔
配
信
す

る
た
め
の
拠
点
を
整
備
し
た
い
。

　

地
域
の
高
校
に
質
の
高
い
遠
隔
教

育
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
多

様
な
進
路
実
現
を
支
援
し
、
学
校
の

魅
力
向
上
や
入
学
定
員
の
確
保
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　

市
町
村
立
中
学
校
で
は
、
来
年
度

は
技
術
・
家
庭
科
以
外
の
教
科
で
も

遠
隔
授
業
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き

市
町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
な
が

ら
取
組
を
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
「
今
後
の
県
政
運
営
」「
行
財
政
改

革
」「
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」「
交
通
政
策
」「
観

光
施
策
」「
共
生
社
会
の
推
進
」「
災
害

時
の
避
難
支
援
」「
農
林
水
産
業
の
振

興
」「
物
価
高
騰
下
に
お
け
る
土
木
建

築
事
業
の
推
進
」

県議会ホームページにて
一般質問の中継録画を視聴できます

県議会ＨＰにて過去分も含め、
各議員一般質問の全録画を視聴できます。

https://oita-pref.stream.jfit.co.jp/

《表紙背景について》
伊東ドン・マンショ像 ： 伊東マンショは大友宗麟の正使、
また少年使節団の主席正使としてローマ教皇のもとへ派
遣されました。1590（安土桃山時代）年にヨーロッパの
文化や印刷機、楽器などを持って帰国。その後も司祭と
して活動し、人々の幸せのために生涯をささげました。
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